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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３４４番
*交読文　････････････････　３９番
*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　１７４番
礼拝のための祈り　･･･････川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　３４０番

聖餐式･･････････････････ 　２８１番

メッセージ　･･････････････ 求めなさい（ルカ 11:9-13）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４３２番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられるように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れてお祈り下さい）

御霊も弱い＿＿＿を助けてくださいます。私たちはどのように祈ったらよいかわ

からないのですが、御霊ご自身が言いようもない深いうめきによって＿＿＿のた

めにとりなしてくださいます。　＿＿＿の心を探り窮める方は、御霊の思いが何か

をよく知っておられます。なぜなら、御霊は、神のみこころに従って、＿＿＿のた

めにとりなしをしてくださるからです。神を愛する人々、すなわち、神のご計画に

従って召された＿＿＿のためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださ

ることを私たちは知っています。神は、あらかじめ知っておられる＿＿＿を、御子

の形と同じ姿にあらかじめ定められたからです。神はあらかじめ定めた＿＿＿を

さらに召し、召した＿＿＿をさらに義と認め、義と認めた＿＿＿にはさらに栄光を

メッセージ概要

皆さんは、何をしに教会へ来ているだろうか？　私はかつて、教会という場所にとりあえず来て、会衆席の

後ろに入り込んで、適当に話を聞いて、賛美を口パクして、適当に聖書を読んでいれば、きっと何かご利

益があって、そいういう生活を何年か続けていれば、天国に行けるのかなあ、と、おぼろげに思っていた。

もし神がいるならどうして自分はこんな目に遭うのか？と思う事はあっても、教会の人脈を断つのはデメリッ

トしか無いので、付かず離れずの生活をずるずると十数年送ったが、特に何かを得たという物は無かった。

ある時、教会にシンガポールの社会人宣教チームが、泊まりがけで来た。彼らも普通の社会人で、自分の

尊い有給休暇や財産を投げ打って、伝道するための片言の日本語も勉強して、わざわざ日本に来たのだ。

当時私は、彼らのお人好しすぎる行動に、一体何のメリットがあるのか、と、理解できなかった。

彼らのモチベーションは一体どこから出てくるのだろう。もしかしたら、実は、神様は魅力的で、実は聖書は

宝に満ちていて、彼らを良い行いへと突き動かした原動力が秘められているのでは、と思うようになった。

その時以来、私は祈るようになった。「神様、本当にいるなら、私にも現れて下さい。私にも、彼らが見たあ

なたの良さを見せ、御言葉の中に隠れた宝を私にも見せ、良い行いができる力を与えて下さい。」

そう祈るようになって以来、否が応でも、神様は生きて働いておられる、と認めざるを得ない事が次々と起

こり、主は良いお方で、麗しく、涙が出るような感覚のうちに迫って来られるお方だと、知るようになった。

『祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って、大声で言われた。「だれでも渇いているなら、わたしのも

とに来て飲みなさい。  わたしを信じる者は、聖書が言っているとおりに、その人の心の奥底から、生ける水  

の川が流れ出るようになる。」これは、イエスを信じる者が後になってから受ける  御霊  のことを言われた  ので

ある。』（ヨハネ 7:37-38）　　皆さんは日々の生活に、渇きを覚えているだろうか？

当時、私は渇きを覚えていたので、イエス様の名前を呼んで「私にもその水を下さい！」と呼びかけた。

イエス様は、昔いて今はいないような、偉人賢人の類ではなく、確かに生きておられ、実際に私の呼びか

けに答えられ、信じて求めると、本当に私の腹の底から、潤いに満ちた喜びと平安が湧き出て来た！

「求めよ、そうすれば与えられるであろう。捜せ、そうすれば見いだすであろう。門を叩け、そうすればあけ

てもらえるであろう・・・天の父は求めて来る者に  聖霊を  下さらないことがあろうか。  」（ルカ 11:9-13）

御言葉は、世の始まる以前から存在する法則であり、御言葉をその通り信じて行えば、その通りになる。

そして、信じた者には聖霊  が与えられ  、聖霊は私達の腹の奥底から生ける水が川となって流れ出るように

自分を潤し、周りを潤す。そしてそれは、求める者には惜しみなく与えられるのだ。

もちろん、ひとたび主と出会えば、求める事を止めて良い、というものではないし、いきなり信仰の達人にな

れるわけでもない。手足を使っていなかったら筋肉が弱くなってやせ細ってしまうように、信仰も、御言葉

への従順も、使っていなかったら弱いままである。

皆さんの信仰や、御言葉を信頼する「霊の筋力」は、入院患者のように虚弱になっていないだろうか？

信仰も、御言葉への従順も、筋肉のように使う必要があり、使っていく内にどんどん強くなって行く。

私も最初は御言葉を疑っていたが、恐る恐る従順して行く内に、祝福は本当に注がれるのだと徐々に分

かって行き、今もまだまだステップアップ中ではあるものの、以前よりも、はるかに祝福を享受した経験を積

んで来たし、そして御言葉に裏切られた事は、一度も無かった。

決して渇くことのない水を飲んで喜びに溢れてしまったから、また、イエス様が私のために命を投げ出すほ

どの愛で愛してくださったと分かったから、この御方を伝えずにはいられなくなり、今に至っている。

「あなたがたがわたしを呼び求めて歩き、わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに聞こう。もし、あなたが

たが心を尽くしてわたしを捜し求めるなら、わたしを見つけるだろう。わたしはあなたがたに見つけられる。

――主の御告げ。」（エレミヤ 29:12-13a）

心を尽くして主を求め、主を見出し、この御方に決して変わることの無い安息を得る皆さんでありますよう

に！イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お与えになりました。　主イエスの名によって。アーメン！（ローマ 8:26-30）

お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝                         　14:00
聖書通読会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

第 3巻 23号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 6月 3日



横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


